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　保育実習Ⅰ（保育所）・保育実習Ⅱ終了後の 2019 年 10 月 17 日，10 月 24 日，10 月 31
日に各 1 時限，合計 3 時限で AI ミニ・インタビューを実施した。
2．参加者
　授業の履修者 94 名であった。このうち，各回の出席者数は，10 月 17 日が 93 名，10 月
144
24 日および 31 日が 94 名であった。感想は出席者全員が記入した。分析対象とするのは，




ての所要時間や 5 段階評価での感想や改善点について質問した第 1 回目の質問内容を表
1-1 に，第 1 回目の授業時間内に終わらなかった場合に宿題となっていたペアでのインタ
ビューのまとめに要した時間やグループでの対話の時間，および「そう思わない」から「そ
う思う」までの 5 段階評価での感想や改善点について質問，第 2 回目の質問内容を表 1-2 に，














1 ペアの人とじっくり話をすることができた 1 2 3 4 5
2 ペアの人に自分の話をじゅうぶんに聞いてもらえた 1 2 3 4 5
3 ペアの人の話をしっかりと聞くことができた 1 2 3 4 5
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 1 2 3 4 5
5 自分が持っていたものとは違った意見や考え方を得ることができた 1 2 3 4 5
6 自分の実習体験を，自分の捉えとは違った視点で見つめ直すことができた 1 2 3 4 5
7 自分の実習体験を，ポジティブに（前向きに，プラスに）考えることができた 1 2 3 4 5
8 自分自身の良いところや長所，強みは何かについて考えることができた 1 2 3 4 5
9 これからの学生生活や，自分の将来について，前向きな気持ちになれた 1 2 3 4 5
10 自分自身の良いところや長所，強みを，さらに生かしたい 1 2 3 4 5
11 これからの学生生活や将来に向かって，もっと学びたい 1 2 3 4 5
12 学生生活や自分の将来に向かって，ペアの人との話から得た良いところを取り入れたい 1 2 3 4 5
・今日の授業の方法で，他にこうするともっと良かっただろうなと思うことがあれば教えてくだ
さい。
表 1-1　授業第 1 回目の相互インタビューの感想
・インタビューまとめの紙面作成にはどのくらいの時間がかかりましたか。
　　　　　　　　分くらい









1 全体発表に興味を持って聞くことができた 1 2 3 4 5
2 全体発表を聞いて新たな気づきがあった 1 2 3 4 5
3 全体発表後のグループでの対話で発見や気づきを共有できた 1 2 3 4 5
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 1 2 3 4 5
5 自分が持っていたものとは違った意見や考え方を得ることができた 1 2 3 4 5
6 自分の実習体験を，自分の捉えとは違った視点で見つめ直すことができた 1 2 3 4 5
7 自分の実習体験を，ポジティブに（前向きに，プラスに）考えることができた 1 2 3 4 5
8 自分自身の良いところや長所，強みは何かについて考えることができた 1 2 3 4 5
9 これからの学生生活や，自分の将来について，前向きな気持ちになれた 1 2 3 4 5
10 自分自身の良いところや長所，強みを，さらに生かしたい 1 2 3 4 5
11 これからの学生生活や将来に向かって，もっと学びたい 1 2 3 4 5















1 グループの人とじっくりと話をすることができた 1 2 3 4 5
2 グループの人に自分の話をじゅうぶんに聞いてもらえた 1 2 3 4 5
3 グループの人の話をしっかりと聞くことができた 1 2 3 4 5
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 1 2 3 4 5
5 自分が持っていたものとは違った意見や考え方を得ることができた 1 2 3 4 5
6 自分の実習体験を，自分の捉えとは違った視点で見つめ直すことができた 1 2 3 4 5
7 自分の実習体験を，ポジティブに（前向きに，プラスに）考えることができた 1 2 3 4 5
8 自分自身の良いところや長所，強みは何かについて考えることができた 1 2 3 4 5
9 これからの学生生活や，自分の将来について，前向きな気持ちになれた 1 2 3 4 5
10 自分自身の良いところや長所，強みを、さらに生かしたい 1 2 3 4 5
11 これからの学生生活や将来に向かって，もっと学びたい 1 2 3 4 5




















17 時 50 分 ・色画用紙，ペン，インタビュー用紙の配布 ・各自取りに行った。
18 時





















































































































表 2-2　第 2 回目の授業の流れ
時間 内容 学生の様子
17 時 50 分 ・実習指導の授業に関する連絡事項
18 時 ・ストーリー用紙の仕上げの時間にした。 ・絵などを完成させた。
18 時 10 分
























































































19 時 20 分 ・終了，片付け
表 2-3　第 3 回目の授業の流れ
時間 内容 学生の様子























































的なストーリーの例を表 3-1 に，このストーリーを紹介するために描かれた絵を図 3-1 に
示す。
①　Y 先生は保育所実習Ⅱの 6 日目に 5 歳児クラスで全日実習を行いました。布団
を敷く時間に 2 人の男児が喧嘩をしており，担当の S 先生が子どもたち全員の前で
「もし自分が間違ったときに急にかみつかれたらどう思う？」と聞きました。すると
A くんが「痛いからやだ」と答えました。








































19 時 20 分 ・終了，片付け
表 3-1　インタビュー・対話を通して成長したと考えられる例（例１）
151
　しかし，午睡の時間に体育座りをしているときに A くんの背中に R くんの足が当
たったことから喧嘩が起きてしまいました。A くんは激しく R くんを蹴ったり殴っ
たりしていたため，Y 先生は R くんの安全を確保するため体を張って喧嘩を止めま




け落ち着くまで待ち，原因を R くんから聞きました。その後，「痛かったね」と R く
んの気持ちに寄り添い，落ち着くまで傍にいて寝るまで見守っていました。起床し




と A くんに再度質問し，「分からないから困る」と答えたことから，A 君はなぜ言葉
で伝える前に手足を出してはいけないのかを理解したのではないかと思ったそうで
す。また，気持ちを伝える大切さを学んだのではないかと思いました。
②　（A）Y 先生は A くんが言葉で伝える前に手足を出してはいけないことを理解し






の日の様子や R くんとの関係から，R くんが A くんの背中を誤って蹴ってしまった












































　1 時限目の授業終了時に評価された回答について，「そう思わない」を 1 点，「そう思う」











項　　目 n 平均 SD
1 ペアの人とじっくり話をすることができた 88 4.76 0.43
2 ペアの人に自分の話をじゅうぶんに聞いてもらえた 88 4.88 0.33
3 ペアの人の話をしっかりと聞くことができた 88 4.67 0.52
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 88 4.68 0.56













10 自分自身の良いところや長所，強みを，さらに生かしたい 88 4.40 0.69




全　項　目 88 53.84 4.12
　1） インタビューに要した時間・ちょうどよく話せる時間
　インタビューに要した時間として書かれていた時間は，一人あたり 15 分～ 30 分程度で，
一番多かった回答は 20 分程度であった。ちょうどよく話せる時間として挙げられていた
























































　2 時限目の授業終了時に評価された回答について，「そう思わない」を 1 点，「そう思う」








































項　目 n 平均 SD
1 グループの人とじっくりと話をすることができた 88 4.65 0.55
2 グループの人に自分の話をじゅうぶんに聞いてもらえた 89 4.76 0.45
3 グループの人の話をしっかりと聞くことができた 89 4.76 0.45
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 89 4.88 0.36













10 自分自身の良いところや長所，強みを，さらに生かしたい 88 4.47 0.69











































　3 時限目の授業終了時に評価された回答について，「そう思わない」を 1 点，「そう思う」































から五つを，それぞれ 1 点から 5 点と得点化した。平均値は 4.23 であった。
表 3-6　全体発表における満足度得点
項　目 n 平均 SD
1 全体発表に興味を持って聞くことができた 89 4.76 0.45
2 全体発表を聞いて新たな気づきがあった 89 4.71 0.50
3 全体発表後のグループでの対話で発見や気づきを共有できた 89 4.65 0.50
4 自分が体験していない出来事や状況を知ることができた 89 4.75 0.43













10 自分自身の良いところや長所，強みを，さらに生かしたい 89 4.44 0.62





























































































































　　　本研究は JSPS 科研費 JP16K00740 の助成を受けました。
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